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竹の茶室「未生菴」春のお披露目

/// 2018.3.30号

詳細・ご予約◆ http://www.parabolica-bis.com
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番外篇・遊蓮茶屋Ⅱ［京都山科展］ 2018年3月21日［水祝］～4月28日［土］
4月14日［土］ 遊蓮大茶会
①8:00 竹の茶室で朝茶～庭師茶会（茶粥つき）　会費4,500円　定員5名
②10:00 中村美梢＋山下良文　花遊美（はなあそび）茶会　会費5,000円　定員5名
③13:00 吉田惠美の「分茶」を求めて～中国茶百戲遠征報告会　会費2,500円  定員10名
④15:30 麻生志保　放生会茶会　会費5,000円

4月15日［日］ 竹のワークショップ大会　10:00-16:00　会費1,500円（材料費込み）

5月6日［日］ 竹
ちくしょうちゃ

笑茶（三窪笑り子）8:00-16:00　いっぷく1,000円

2018年
3月30日発行

デザイン◆ミルキィ・イソベ　安倍晴美　
夜想茶会記運営◆井上佳奈　菊池しのぶ　田中仁子　延原圭亮　福田容子 
  　

★1 この日の作業は、風雨で傷んだ割竹のさしかえ。全体の流れと役割分担、注意事項などを確認し、持ち場にわかれて作業開始。
★2 朝、まだ皆が揃う前に、山下さんが竹を伐り倒して準備をしてくれていた。ひと足早く来た人も参入して枝打ちのお手伝い。
★3 7月も大活躍した四つ割り器。左右を二人でもち、石壁に打ち付けながら、反動を利用して割っていく。総勢６人がかり。
★4/5 節を落として、さらに二つに裂けば八つ割り竹になる。さしやすいよう、最後にもう一度、節を落として面をきれいにする。
★6 いろいろ試して、やりやすい方法、早い方法、力が少なくすむ方法が見つかっていく。いつしか「チーズ裂き」と呼ばれていく竹割作業。
★7 最後の竹の茶室へのさしこみは山下さんの手で。背後で補助しながら長い竹を扱っていくが、取り回しもコツがいる。
★8 さしかえた竹が青 と々すがすがしい。今回は気になる一面のみをさしかえた。こうして折々に手入れを重ねていくのも楽しいもの。

★1　リフレッシュしたての茶室でお披露目の蓮茶会を催した。母屋で開催中の
「番外編・季節外れの遊蓮茶屋Ⅱ」の特別イベント。出展作家をゲストに迎
え、助っ人隊とともに卓を囲んで茶を喫する。

★2　夢見る茶畑の「夢茶」を蓮の蕾に仕込んでねかせてつくる。花の香りがお茶
に移ってほのかに香る。今回はねかせすぎたか、ややお茶がまさった。

★3　「未生菴」。名付けをうけて、陶芸作家の相場るい児さんが表札をつくって
くださった。髑髏と蜥蜴を連れたるい児さんらしい風情。

★4　庭師の山下さんは茶人でもある。今回のしつらえも山下さんによるもの。

Parabolica-bis HP│http://www.yaso-peyotl.com/　Twitter│https://twitter.com/yaso_peyotl
 FB│https://www.facebook.com/YeXiangYasoParabolicaBis
Shunjûsansô FB│https://www.facebook.com/syunju.sanso/　Twitter│https://twitter.com/syunju_sanso_ky
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京都・山科 春秋山荘 京都市山科区安朱稲荷山町６　TEL：075-501-1989　
各線山科駅徒歩約20分、駐車場有

/// INFORMATION

竹の茶室メンテナンスからしばし離れた中村美梢がタ
イ王宮の庭にある睡蓮鉢と同じ鉢に花をいける。山科
はまだ桜の蕾が硬い。数輪咲いた桜の枝を編んで鉢に
さす。線を引く。茶室の若い息吹から鉢へ、そしてまだ
咲かぬ桜の木へと。竹の茶室からはまた別の線が曳か
れている。先には9月におそらく形になる月逍テラス。
見えない線が何本も引かれはじめた春秋山荘。その線
はそれぞれの物語。それぞれの想いと未来。（今野裕一）

/// EDITOR'S NOTE

「お茶とお菓子が多少あるくらいで、参加費も謝礼もありませんが、それでもよいという方、お力を貸してく
ださい」。Facebookの春秋山荘ページでおずおずと「お手伝い募集」とイベントを立てたところ、見ず知ら
ずの4人もの方から「行きます」とかたじけない声があがった。考現学を提唱した今和次郎は、都会とは必
要なものを他所から持ち込んで生活するところ、田舎とはそこにあるものでまかなって暮らす場だと捉えた。
この日、春秋山荘の土の営みに加勢してくれたのは、おなじみメンバーを含め総勢10名ほど。数日ぶりに
よく晴れた陽射しが木漏れるなか、竹割り作業が始まった。（福田容子）

★1

★4

★7

★2

★5

★3

★6

★8

★1

★2

★3 ★4

https://www.facebook.com/syunju.sanso/
http://www.parabolica-bis.com/SHOP/ev_348.html
https://www.facebook.com/events/738567889864294/
http://www.parabolica-bis.com/SHOP/ev_347.html
http://www.yaso-peyotl.com/archives/2018/03/yuurentyaya2_kyoto.html
https://www.facebook.com/events/239262836647965/
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